
担金の見直しを図りました。 ・校長会、教頭会の負担金の変更及び近年支出し

や講師を選定し、充実した研修会を実施していくことです。 ていない負担金は削除しました。

08 200 200 0

09 107 112 △5

11 94 94 0

19 4,204 4,080 124

差引一般財源 0 4,605 0 4,605

　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２８年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
9. 教育費 1. 教職員研修事業

1. 教育総務費

3. 教育研究指導費 指導課

（佐倉市）　　

第３章
心豊かな人づくり、まちづくり -

平成28年度 -

経常 単独 計画 0 0 4,142 基本施策６
学力向上の推進 平成29年度 -

平成30年度 -

施策４
教職員の資質向上を図ります 平成31年度 -

平成32年度 -

0

4,605 4,605

・各幼稚園や小中学校で教職員対象に講師を招いて研修 ・講師を招聘して校内研修を行い、教職員自らが教職へ ・教職員の質を高めることにより、変化の激しい社会を

会を開催します。 の情熱や使命感をもち、新しい教育情報を捉えて、常に研究と修養に励 担う児童生徒に必要な「生きる力」を育成することにつながります。

・国・県・市や各種協議会等の主催による校外の各研修会に、各幼稚園 む機会をつくります。 ・教員の授業力を向上させ授業改善に努め、児童生徒に基礎的な知識・

や小中学校から教職員を派遣し、研修を実施します。 ・研修を通して、知識・技能を習得し、思考・判断その他の人格的要素 技能の習得、思考力・判断力・表現力の育成、学習意欲の向上等、新学

を研鑽し、職務を適正かつ能率的に遂行する能力を養います。 習指導要領の目指す確かな学力を育成します。

・校外の各種研修会に教職員を派遣し、更なる資質や指導力の向上を図 ・学校教育活動の充実が図られ各学校の教育改革につながります。

ります。

・県や市の教育課題解決に資する教職員研修内容 ・負


